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学
生
部
長
賞
に

舞
踏
研
究
会

専修大学には「社会知性の開発」を実践的にサポートするシステムがそろっている。さまざまな支援、機会を活用して自分の可能性を広げよう。

学
生
部
主
催
の
２
０
１
２

年
度
「
懸
賞
論
文
・
文
芸
作

品
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者

が
決
ま
り
、
１２
月
２１
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
入
賞
者
に
は
阿

藤
正
道
学
生
部
長
か
ら
賞
状

と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

文
芸
部
門
で
は
井
上
亜
樹

子
さ
ん（
文
４
）∥
写
真
左
∥

の
「
お
願
い

神
隠
し
」
が

鳳
賞
を
受
賞

し
た
（
懸
賞

論
文
は
鳳
賞
該
当
者
な
し
）。

文
学
部
小
林
恭
二
ゼ
ミ
で

小
説
の
創
作
に
つ
い
て
学
ん

で
い
る
井
上
さ
ん
は
「
も
と

も
と
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
す

る
つ
も
り
で
は
な
く
、
ゼ
ミ

で
得
た
知
識
や
技
術
の
集
大

成
と
し
て
納
得
い
く
作
品
を

つ
く
る
の
が
目
標
で
し
た
。

思
い
が
け
ず
鳳
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
、
驚
き
と
喜

び
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
」
と
受
賞
の
感
想
を
述
べ

た
。

文
芸
部
門
審
査

委
員
長
の
小
林
教

授
は
「
上
位
作
品

の
ほ
と
ん
ど
が
家

族
譚
で
あ
っ
た
こ

と
は
非
常
に
興
味

深
い
。
そ
の
中
で

も
井
上
さ
ん
の
作

品
は
筆
力
が
あ

り
、
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
意
外
性
や
登

場
人
物
を
明
確
か

つ
個
性
的
に
書
き

分
け
た
点
な
ど
総

合
力
で
高
い
評
価

を
得
た
」
と
講
評

し
た
。

ま
た
今
年
度
か

ら
、
永
年
に
わ
た

り
懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
に
尽
力
し
た
故
・

柘
植
光
彦
名
誉
教
授
の
功
績

を
称
え
、
柘
植
光
彦
学
術
賞

（
論
文
部
門
）
と
柘
植
光
彦

文
学
賞
（
文
芸
部
門
）
を
創

設
。
学
術
賞
を
山
内
夏
穂
さ

ん
（
人
間
科
学
３
）
の
「	
空

間
を
共
有
す
る


と
い
う
こ

と
～
電
車
内
マ
ナ
ー
か
ら
考

え
る
「
他
者
」と
の
関
係
～
」

が
、
文
学
賞
を
前
田
凪
子
さ

ん
（
文
４
）
の
「
暗
い
道
」

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
愛
好

会
が
同
好
会
リ
ー
グ
戦
で
優

勝
を
遂
げ
た
。

関
東
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
同
好
会
連
盟
の
後
期
リ

ー
グ
戦
が
１０
月
か
ら
２
カ
月

に
わ
た
り
、
東
京
の
中
央
区

立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

と
国
立
代
々
木
競
技
場
第
二

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
本
学

は
３
戦
全
勝
で
予
選
リ
ー
グ

を
突
破
。
各
リ
ー
グ
１
位
に

よ
る
上
位
リ
ー
グ
も
日
本
大

学
、
立
教
大
学
、
早
稲
田
大

学
と
の
接
戦
を
制
し
、
全

勝
。
２
年
ぶ
り
の
優
勝
に
華

を
添
え
た
。

個
人
で
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
の

河
田
悠
希
代
表
（
文
３
）
が

Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲
得
。
ガ
ー
ド
の

島
田
紘
芳
さ
ん
（
法
２
）
が

ベ
ス
ト
５
に
選
ば
れ
た
。

同
愛
好
会
は
会
員
１５
人
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体
な
ど

に
出
場
し
、
高
校
時
代
か
ら

活
躍
し
た
選
手
が
各
学
年
に

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ル

が
高
い
。
河
田
代
表
は
「
メ

ン
バ
ー
は
真
剣
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
愛

好
会
に
入
り
、
高
校
の
時
と

同
じ
よ
う
に
燃
え
る
も
の
が

で
き
た
」
と
会
の
魅
力
を
語

る
。昨

年
６
月
の
前
期
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
は
惜
し
く
も
３

位
。そ
こ
で
河
田
代
表
、高
橋

虎
太
郎
さ
ん
（
経
済
３
）
、
服

部
弘
幸
さ
ん
（
経
済
３
）
を

中
心
に
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に

磨
き
を
か
け
、
後
期
リ
ー
グ

戦
に
臨
ん
だ
。

「
連
携
を
深
め
た
こ
と

で
、
ミ
ス
を
チ
ー
ム
全
体
で

カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
特
に
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
力

が
上
が
っ
た
。
毎
年
、
優
勝

を
チ
ー
ム
の
目
標
に
し
て
い

る
の
で
、
達
成
で
き
て
う
れ

し
い
」と
河
田
代
表
。

ま
た
、
「
上
位
リ
ー
グ
初

戦
で
、
強
豪
・
日
大
に
勝
っ

た
こ
と
で
流
れ
に
乗
る
こ
と

が
で
き
た
。
印
象
に
残
っ
て

い
る
の
は
早
稲
田
大
と
の
最

終
戦
。
１
ゴ
ー
ル
リ
ー
ド
し

て
い
た
が
、
自
分
の
パ
ス
ミ

ス
か
ら
同
点
に
追
い
つ
か
れ

た
。
残
り
１０
秒
を
切
っ
た
と

こ
ろ
で
、
自
分
で
ド
ラ
イ
ブ

し
て
得
点
を
奪
っ
た
。
決
め

た
時
は
ホ
ッ
と
し
た
」
と
話

し
た
。

２
０
１
３
年
度
の
目
標
は

「
前
期
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
後

期
リ
ー
グ
戦
の
連
覇
」
。
新

チ
ー
ム
で
専
大
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
愛
好
会
初
の
快
挙
に

挑
戦
す
る
。

【
柘
植
光
彦
学
術
賞
∥
賞
金

１０
万
円
】

▽
山
内
夏
穂
（
人
間
科

学
３
）「	
空
間
を
共
有

す
る


と
い
う
こ
と
～

電
車
内
マ
ナ
ー
か
ら
考

え
る
「
他
者
」
と
の
関

係
～
」

【
優
秀
賞
∥
賞
金
５
万

円
】

▽
荒
井
未
来
（
人
間
科

学
３
）
「
贈
与
交
換
の

理
論
か
ら
み
る
臓
器
提

供
制
度
」

【
佳
作
∥
賞
金
２
万
円
】

▽
町
田
英
治
（
人
間
科

学
３
）
「
情
報
社
会
と

失
わ
れ
る
現
実
感
」
▽

岩
佐
海
彦
（
経
済
３
）

「
基
本
的
テ
ク
ニ
カ
ル

分
析
の
有
効
性

日
本

の
株
式
市
場
か
ら
の
検

証
」
▽
廣
澤
彩
（
人
間

科
学
３
）
「
ム
ス
リ
ム

は
過
激
な
の
か
～
イ
ス
ラ
ー

ム
圏
が
抱
え
る
問
題
と
テ
ロ

リ
ズ
ム
の
関
係
～
」

【
鳳
賞
∥
賞
金
２０
万
円
】

▽
井
上
亜
樹
子
（
文
４
）「
お

願
い
神
隠
し
」

【
柘
植
光
彦
文
学
賞
∥

賞
金
１０
万
円
】

▽
前
田
凪
子
（
文
４
）

「
暗
い
道
」

【
優
秀
賞
∥
賞
金
５
万

円
】

▽
小
泉
拓
麻
（
経
済

３
）
「
君
に
会
い
た
い

と
思
う
こ
と
」
▽
関
谷

真
愛
（
文
４
）
「
僕
が

君
に
さ
よ
な
ら
を
言
っ

た
ワ
ケ
」
▽
佐
々
木
庸

（
文
３
）
「
Ｎ
ｏ
ｔ
ｈ

ｉ
ｎ
ｇ
…
…
」

【
佳
作
∥
賞
金
２
万
円
】

▽
田
村
紘
子
（
文
１
）

「
か
す
み
草
」
▽
太
田

勇
陽
（
文
２
）
「
聖
域

の
防
人
」
▽
太
田
勇
輔

（
文
４
）
「
夕
暮
れ
徘

徊
症
候
群
」
▽
高
橋
い

ぶ
き
（
文
３
）
「
聖
処
女
マ

リ
ア
」
▽
佐
藤
太（
経
済
４
）

「
白
熱
灯
」

学
生
部
の
２
０
１
２
年
度

「
後
期
」
海
外
研
修
・
国
際

交
流
奨
励
生
に
４
人
が
決
ま

っ
た
。
同
奨
励
生
は
調
査
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
研
究

な
ど
を
目
的
に
渡
航
す
る
学

生
（
個
人
・
団
体
）
に
奨
励

金
が
贈
ら
れ
る
も
の
∥
今
回

の
団
体
は
該
当
な
し
。

氏
名
と
渡
航
先
、
期
間
・

渡
航
目
的
は
次
の
と
お
り
。

▽
曽
根
明
日
香
さ
ん
（
法

２
）
∥
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
２
月

２７
日
～
３
月
５
日
、
マ
ニ
ラ

の
ス
ラ
ム
街
に
お
け
る
人
々

の
生
活
調
査
▽
栗
原
蒼
さ
ん

（
商
２
）
∥
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

３
月
１０
～
１６
日
、
観
光
産
業

の
更
な
る
発
展
と
、
そ
れ
に

よ
る
環
境
破
壊
を
防
ぐ
た
め

の
保
全
策
の
研
究
▽
小
林
里

菜
さ
ん
（
文
１
）∥
ガ
ー
ナ
、

２
月
１
～
２８
日
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
▽
竹
田
耕
大
さ
ん

（
人
間
科
学
２
）
∥
ケ
ニ

ア
、
２
月
１
～
１０
日
、
異
文

化
か
ら
見
る
観
光
化
に
よ
る

影
響
と
変
化

顕
著
な
活
動
を
行
っ
た
サ

ー
ク
ル
を
表
彰
す
る
、
学
生

部
の
２
０
１
２
年
度
学
生
部

長
賞
に
、
舞
踏
研
究
会
が
選

ば
れ
た
∥
７
面
に
関
連
記

事
。

▽
舞
踏
研
究
会
∥
第
５０
回
全

日
本
学
生
選
抜
競
技
ダ
ン
ス

選
手
権
大
会
お
よ
び
第
５７
回

全
日
本
学
生
競
技
ダ
ン
ス
選

手
権
大
会
に
お
い
て
木
村
太

俊
さ
ん
（
商
４
）
と
女
子
美

術
大
の
依
田
和
香
子
さ
ん
ペ

ア
が
優
勝
。
専
大
は
団
体
で

も
全
国
１
０
０
以
上
の
加
盟

大
学
の
中
で
好
成
績
を
収
め

た
。

人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
の
３
ゼ
ミ

生
１４
人（
相
澤
勝
治
ゼ
ミ
、久
木
留
毅
ゼ
ミ
、

平
田
大
輔
ゼ
ミ
）
は
昨
年
１２
月
２０
日
、
「
東

京
都
障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」

（
東
京
都
北
区
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

前
期
に
日
本
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
拠
点
と
な
る
「
味
の
素
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
。

今
回
は
障
害
者
専
用
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
訪
問

し
、
体
験
す
る
こ
と
で
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を

知
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
多
面
的
に
捉
え
る
こ
と

を
目
的
に
し
ま
し
た
。

「
東
京
都
障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
」
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
の
健
康
増
進
と

社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
専
用
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
で
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
障
害
の
種
類
、
程
度
、
ス
ポ
ー
ツ
の

経
験
、
利
用
の
目
的
な
ど
に
応
じ
て
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
は
体
育
館
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、屋
内

温
水
プ
ー
ル
、
卓
球
場
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
室
、運
動
場
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
、
館
内
は
障
害

者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
多

く
の
種
目
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゼ
ミ
生
は
地
下
１
階
、
地
上
３
階
、
敷
地

面
積
２
万
１
６
５
６
平
方
㍍
の
館
内
を
、
職

員
か
ら
施
設
の
概
要
と
事
業
内
容
な
ど
の
説

明
を
受
け
て
見
学
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
は
車
い
す
の
方
が
練
習

を
し
て
お
り
、
陸
上
競
技
場
で
は
視
覚
障
害

者
が
安
全
に
走
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
ゼ
ミ
生
は
走
る
体
験
も
し
ま
し
た
。
屋

内
プ
ー
ル
は
、
車
い
す
か
ら
容
易
に
入
れ
る

よ
う
に
一
般
の
プ
ー
ル
と
は
構
造
が
異
な
っ

て
い
ま
す
。

視
察
の
後
、
ゼ
ミ
生
た
ち
は
体
育
館
で
車

い
す
を
使
用
し
て
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

体
験
し
ま
し
た
。
職
員
と
車
い
す
バ
ス
ケ
の

元
日
本
代
表
の
方
か
ら
車
い
す
の
操
作
の
方

法
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル

な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
は
じ
め
は
戸

惑
っ
て
い
た
学
生
も
、
ボ
ー
ル
を
実
際
に
使

っ
て
練
習
す
る
と
声
も
出
て
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最
後
は
全
員
で
試
合
を
行
い

ま
し
た
。

今
後
も
、ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ま
ざ
ま
な「
場
」

を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
、
報
告
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
懸
賞

論

文

◆
文
芸

作

品

学
生
部「
後
期
」海
外
研
修
・

国
際
交
流
奨
励
生
決
ま
る

懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

充実した学生生活を充実した学生生活を

▲ 阿藤正道学生部長を挟んで左

が小林さん、右が栗原さん

（敬称略）

文芸・鳳賞に井上亜樹子（文４）さん

懸賞論文・文芸作品 入賞者と作品名懸賞論文・文芸作品 入賞者と作品名

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
試
合
を
実
体
験

寄

稿

人文・ジャーナリズム学科３ゼミ
障害者スポーツセンター訪問

平
田
大
輔
文
学
部
准
教
授

▲ 盛り上がった車いすバスケット

柘
植
光
彦
学
術
賞
・
文
学
賞
を
創
設

同
好
会
リ
ー
グ
戦
で
全
勝
優
勝

奨励制度、サークル
ボランティア活動……

バ
ス
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（経済１ ant）「整 形」
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